
(57)【要約】

【課題】各種電子機器に使用される開閉装置及びこれを

用いた電子機器に関し、機器の小型化が可能なものを提

供することを目的とする。

【解決手段】可動ケース２５内に収納された固定体２１

と可動体２２を、中空円筒状に形成して開閉装置２０を

構成することによって、電子機器に装着した際、リード

線や配線基板等の配線体を固定体や可動体の中空部を挿

通させて、固定筺体と可動筺体を電気的に接続すること

ができるため、配線体３０分のスペースが不要となり、

機器の小型化が可能な開閉装置及びこれを用いた電子機

器を得ることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
側 面 に 固 定 カ ム が 設 け ら れ た 固 定 体 と 、 こ の 固 定 体 に 対 し 回 転 可 能 に 配 置 さ れ る と 共 に 、
上 記 固 定 カ ム と の 対 向 面 に 可 動 カ ム が 設 け ら れ た 可 動 体 と 、 こ の 可 動 体 を 軸 線 方 向 へ 移 動
可 能 に 収 納 し た 略 円 筒 状 の 可 動 ケ ー ス か ら な り 、 上 記 固 定 体 と 可 動 体 を 中 空 円 筒 状 に 形 成
し た 開 閉 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 開 閉 装 置 の 固 定 体 及 び 可 動 体 を 、 固 定 筐 体 及 び 可 動 筐 体 に 装 着 す る と 共 に
、 上 記 固 定 体 及 び 可 動 体 の 中 空 部 を 挿 通 す る 配 線 体 に よ っ て 、 上 記 固 定 筐 体 及 び 可 動 筐 体
を 電 気 的 に 接 続 し た 電 子 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 各 種 電 子 機 器 に 使 用 さ れ る 開 閉 装 置
、 及 び こ れ を 用 い た 電 子 機 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 携 帯 電 話 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 電 子 機 器 の 小 型 化 や 軽 量 化 が 進 む 中 、 固
定 筐 体 に 対 し 可 動 筐 体 が 開 閉 可 能 に 装 着 さ れ た 、 所 謂 、 折 畳 み 式 の も の が 増 え て お り 、 こ
れ ら に 用 い ら れ る 開 閉 装 置 に お い て も 、 よ り 小 型 ・ 薄 型 化 の 可 能 な も の が 求 め ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 開 閉 装 置 及 び こ れ を 用 い た 電 子 機 器 に つ い て 、 図 ５ ～ 図 ７ を 用 い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 こ れ ら の 図 面 の 内 、 断 面 図 は 固 定 カ ム と 可 動 カ ム の 関 係 を 判 り 易 く す る た め 、 径
方 向 を 拡 大 し て 表 わ し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ５ は 従 来 の 開 閉 装 置 の 断 面 図 、 図 ６ は 同 分 解 斜 視 図 で あ り 、 同 図 に お い て 、 １ は 略 円
筒 状 で 金 属 ま た は 樹 脂 製 の 固 定 体 で 、 こ の 右 側 面 外 周 に は 突 出 部 ２ Ａ 、 及 び こ の 突 出 部 ２
Ａ か ら 上 下 へ 延 出 す る 二 つ の 傾 斜 部 ２ Ｂ 、 ２ Ｃ か ら 形 成 さ れ た 固 定 カ ム ２ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 ３ は 同 じ く 略 円 筒 状 で 金 属 ま た は 樹 脂 製 の 可 動 体 で 、 固 定 体 １ に 対 し 開 閉 方 向
へ 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 固 定 カ ム ２ と の 対 向 面 で あ る 左 側 面 外 周 に は 可 動 カ ム ４ が 設 け ら
れ る と 共 に 、 外 周 に は 突 状 の 平 坦 な 保 持 部 ３ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ５ は 略 円 筒 状 で 金 属 ま た は 樹 脂 製 の 可 動 ケ ー ス で 、 外 周 に は 溝 状 の ガ イ ド 部 ５ Ａ
が 形 成 さ れ 、 こ の ガ イ ド 部 ５ Ａ 内 面 に 可 動 体 ３ 外 周 の 保 持 部 ３ Ａ が 挿 入 さ れ 、 可 動 体 ３ が
可 動 ケ ー ス ５ 内 に 軸 線 方 向 へ 移 動 可 能 に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 ６ は カ バ ー 、 ７ は コ イ ル 状 の ば ね で 、 カ バ ー ６ が 可 動 ケ ー ス ５ 右 側 面 の 開 口 部
を 覆 う と 共 に 、 ば ね ７ が 可 動 体 ３ 右 側 面 と カ バ ー ６ と の 間 に や や 撓 ん だ 状 態 で 装 着 さ れ 、
こ の ば ね ７ に よ っ て 可 動 体 ３ が 左 方 向 へ 付 勢 さ れ 、 可 動 カ ム ４ の 先 端 が 固 定 カ ム ２ の 傾 斜
部 ２ Ｂ へ 弾 接 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 ８ は 略 円 柱 状 の 固 定 軸 で 、 こ の 固 定 軸 ８ の 左 端 部 に 固 定 体 １ が 固 着 さ れ る と 共 に
、 固 定 軸 ８ は 可 動 体 ３ や ば ね ７ を 挿 通 し 、 右 端 部 が カ バ ー ６ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 可 動 ケ ー ス ５ 左 側 面 か ら 固 定 体 １ の 固 定 部 １ Ａ が 回 転 可 能 に 突 出 す る と 共 に 、
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固 定 体 １ や 可 動 体 ３ 、 ば ね ７ 等 が 可 動 ケ ー ス ５ 内 に 収 納 さ れ て 、 開 閉 装 置 １ ０ が 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 開 閉 装 置 １ ０ は 、 例 え ば 、 図 ７ の 携 帯 電 話 の 斜 視 図 に 示 す
よ う に 、 固 定 体 １ の 固 定 部 １ Ａ が 上 面 に 複 数 の キ ー か ら な る 操 作 部 １ ２ Ａ や マ イ ク ロ フ ォ
ン 等 の 音 声 入 力 部 １ ２ Ｂ が 形 成 さ れ た 固 定 筐 体 １ ２ へ 、 可 動 ケ ー ス ５ が 、 表 面 に Ｌ Ｃ Ｄ 等
の 表 示 部 １ ３ Ａ や ス ピ ー カ 等 の 音 声 出 力 部 １ ３ Ｂ が 形 成 さ れ た 可 動 筐 体 １ ３ へ 各 々 固 着 さ
れ 、 開 閉 装 置 １ ０ に よ っ て 固 定 筐 体 １ ２ に 対 し て 可 動 筐 体 １ ３ が 開 閉 可 能 に 軸 支 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 固 定 筐 体 １ ２ と 可 動 筐 体 １ ３ の 連 結 部 に 装 着 さ れ た 開 閉 装 置 １ ０ 側 方 に は
、 リ ー ド 線 や 配 線 基 板 等 の 配 線 体 １ ４ が や や 弛 ん だ 状 態 で 配 置 さ れ 、 こ の 配 線 体 １ ４ に よ
っ て 、 固 定 筐 体 １ ２ と 可 動 筐 体 １ ３ 内 に 形 成 さ れ た 電 子 回 路 （ 図 示 せ ず ） や 音 声 入 力 部 １
２ Ｂ 、 表 示 部 １ ３ Ａ や 音 声 出 力 部 １ ３ Ｂ 等 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て 、 電 子 機 器 が 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 可 動 カ ム ４ の 先 端 が 固 定 カ ム ２ 下 側 の 傾 斜
部 ２ Ｂ へ 弾 接 し た 状 態 で は 、 可 動 体 ３ が ば ね ７ に よ っ て 下 方 向 の 閉 方 向 へ 付 勢 さ れ 、 こ の
力 が 保 持 部 ３ Ａ か ら 可 動 ケ ー ス ５ の ガ イ ド 部 ５ Ａ 内 面 に 加 わ っ て い る た め 、 可 動 ケ ー ス ５
が 固 着 さ れ た 可 動 筐 体 １ ３ は 、 固 定 筐 体 １ ２ に 対 し て 閉 じ た 状 態 で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 閉 状 態 か ら 、 可 動 筐 体 １ ３ を 手 で 開 く と 、 可 動 筐 体 １ ３ に 固 着 さ れ た 可 動 ケ
ー ス ５ を 介 し て 、 可 動 体 ３ の 保 持 部 ３ Ａ に ガ イ ド 部 ５ Ａ 内 面 か ら 上 方 向 へ 回 転 す る 力 が 加
わ る た め 、 可 動 体 ３ が ば ね ７ を 撓 め な が ら 可 動 ケ ー ス ５ 内 を 右 方 向 へ 移 動 し 、 可 動 カ ム ４
先 端 は 固 定 カ ム ２ の 傾 斜 部 ２ Ｂ 上 を 突 出 部 ２ Ａ の 方 向 へ 弾 接 摺 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 可 動 カ ム ４ 先 端 が 固 定 カ ム ２ の 突 出 部 ２ Ａ を 超 え て 上 側 の 傾 斜 部 ２ Ｃ へ 弾 接 す
る と 、 可 動 体 ３ が ば ね ７ に よ っ て 上 方 向 の 開 方 向 へ 付 勢 さ れ 、 こ の 力 が 保 持 部 ３ Ａ か ら 可
動 ケ ー ス ５ の ガ イ ド 部 ５ Ａ 内 面 に 加 わ る た め 、 可 動 ケ ー ス ５ が 固 着 さ れ た 可 動 筐 体 １ ３ は
開 い た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ま り 、 可 動 筐 体 １ ３ に 固 着 さ れ た 可 動 ケ ー ス ５ を 回 転 さ せ 、 こ の 力 を ガ イ ド 部 ５ Ａ 内
面 か ら 保 持 部 ３ Ａ に 加 え る こ と に よ っ て 、 可 動 体 ３ を 軸 線 方 向 へ 移 動 さ せ 、 可 動 カ ム ４ 先
端 を 固 定 カ ム ２ の 傾 斜 部 ２ Ｂ ま た は ２ Ｃ の い ず れ か へ 弾 接 さ せ て 、 固 定 筐 体 １ ２ に 対 す る
可 動 筐 体 １ ３ の 開 閉 操 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 固 定 筐 体 １ ２ 上 面 の 操 作 部 １ ２ Ａ を 操 作 す る と 、 こ の 電 気 信 号 が 固 定 筐 体 １ ２ と
可 動 筐 体 １ ３ の 連 結 部 に 装 着 さ れ た 配 線 体 １ ４ を 介 し て 、 可 動 筐 体 １ ３ の 電 子 回 路 に 送 信
さ れ 、 表 示 部 １ ３ Ａ 等 に 操 作 に 応 じ た 数 値 や 文 字 等 が 表 示 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る も
の で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知
ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ９ ０ ８ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 開 閉 装 置 及 び こ れ を 用 い た 電 子 機 器 に お い て は 、 固 定 筐 体 １
２ と 可 動 筐 体 １ ３ の 連 結 部 に 、 開 閉 操 作 の た め の 開 閉 装 置 １ ０ と 電 気 的 接 続 の た め の 配 線
体 １ ４ が 装 着 さ れ て い る た め 、 こ の 二 つ の 部 品 分 の ス ペ ー ス が 必 要 と な り 、 全 体 の 小 型 化
を 図 る こ と が 困 難 で あ る と い う 課 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 機 器 の 小 型 化 が 可 能 な 開 閉 装
置 及 び こ れ を 用 い た 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 可 動 ケ ー ス 内 に 収 納 さ れ た 固 定 体 と 可 動 体 を 、 中 空
円 筒 状 に 形 成 し て 開 閉 装 置 を 構 成 し た も の で あ り 、 電 子 機 器 に 装 着 し た 際 、 リ ー ド 線 や 配
線 基 板 等 の 配 線 体 を 固 定 体 や 可 動 体 の 中 空 部 を 挿 通 さ せ て 、 固 定 筐 体 と 可 動 筐 体 を 電 気 的
に 接 続 す る こ と が で き る た め 、 配 線 体 分 の ス ペ ー ス が 不 要 と な り 、 機 器 の 小 型 化 が 可 能 な
開 閉 装 置 を 得 る こ と が で き る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 開 閉 装 置 の 固 定 体 及 び 可 動 体 を 、 固 定 筐 体 及
び 可 動 筐 体 に 装 着 す る と 共 に 、 固 定 筐 体 及 び 可 動 筐 体 を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 体 を 、 固 定
体 及 び 可 動 体 の 中 空 部 を 挿 通 さ せ て 電 子 機 器 を 構 成 し た も の で あ り 、 小 型 化 が 可 能 な 電 子
機 器 を 実 現 す る こ と が で き る と い う 作 用 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 機 器 の 小 型 化 が 可 能 な 開 閉 装 置 及 び こ れ を 用 い た 電 子 機
器 を 実 現 す る こ と が で き る と い う 有 利 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 こ れ ら の 図 面 の 内 、 断 面 図 は 固 定 カ ム と 可 動 カ ム の 関 係 を 判 り 易 く す る た め 、 径
方 向 を 拡 大 し て 表 わ し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 背 景 技 術 の 項 で 説 明 し た 構 成 と 同 一 構 成 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説
明 を 簡 略 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 開 閉 装 置 の 断 面 図 、 図 ２ は 同 分 解 斜 視 図 で あ り 、 同
図 に お い て 、 ２ １ は 中 空 円 筒 状 で 金 属 ま た は 樹 脂 製 の 固 定 体 で 、 中 央 に は 中 空 部 ２ １ Ａ が
設 け ら れ る と 共 に 、 右 側 面 外 周 に は 突 出 部 ２ ２ Ａ 、 及 び こ の 突 出 部 ２ ２ Ａ か ら 上 下 へ 延 出
す る 二 つ の 傾 斜 部 ２ ２ Ｂ 、 ２ ２ Ｃ か ら 形 成 さ れ た 固 定 カ ム ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 ２ ３ は 同 じ く 中 空 円 筒 状 で 金 属 ま た は 樹 脂 製 の 可 動 体 で 、 固 定 体 ２ １ に 対 し 開
閉 方 向 へ 回 転 可 能 に 配 置 さ れ 、 中 央 に は 中 空 部 ２ ３ Ａ が 設 け ら れ る と 共 に 、 固 定 カ ム ２ ２
と の 対 向 面 で あ る 左 側 面 外 周 に は 可 動 カ ム ２ ４ が 設 け ら れ 、 外 周 に は 突 状 の 保 持 部 ２ ３ Ｂ
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ２ ５ は 略 円 筒 状 で 金 属 ま た は 樹 脂 製 の 可 動 ケ ー ス で 、 左 側 面 に は 貫 通 孔 ２ ５ Ａ が
設 け ら れ る と 共 に 、 外 周 上 下 に は 溝 状 の ガ イ ド 部 ２ ５ Ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の ガ イ ド 部 ２ ５ Ｂ
内 面 に 、 ガ イ ド 部 ２ ５ Ｂ よ り や や 小 さ な 幅 の 可 動 体 ２ ３ 外 周 の 保 持 部 ２ ３ Ａ が 挿 入 さ れ て
、 可 動 体 ２ ３ が 可 動 ケ ー ス ２ ５ 内 に 軸 線 方 向 へ 移 動 可 能 に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 ２ ６ は カ バ ー 、 ７ は コ イ ル 状 の ば ね で 、 中 央 に 中 空 部 ２ ６ Ａ が 設 け ら れ た カ バ
ー ２ ６ が 可 動 ケ ー ス ２ ５ 右 側 面 に 固 着 さ れ 開 口 部 を 覆 う と 共 に 、 ば ね ７ が 可 動 体 ２ ３ 右 側
面 と カ バ ー ２ ６ と の 間 に や や 撓 ん だ 状 態 で 装 着 さ れ 、 こ の ば ね ７ に よ っ て 可 動 体 ２ ３ が 左
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方 向 へ 付 勢 さ れ 、 可 動 カ ム ２ ４ の 先 端 が 固 定 カ ム ２ ２ の 傾 斜 部 ２ ２ Ｂ へ 弾 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 可 動 ケ ー ス ２ ５ 左 側 面 の 貫 通 孔 ２ ５ Ａ か ら 、 固 定 体 ２ １ の 外 周 上 下 が 平 坦 面 と
な っ た 固 定 部 ２ １ Ｂ が 回 転 可 能 に 突 出 す る と 共 に 、 固 定 体 ２ １ や 可 動 体 ２ ３ 、 ば ね ７ 等 が
可 動 ケ ー ス ２ ５ 内 に 収 納 さ れ て 、 開 閉 装 置 ２ ０ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 開 閉 装 置 ２ ０ は 、 例 え ば 、 図 ３ の 携 帯 電 話 の 斜 視 図 に 示 す
よ う に 、 固 定 体 ２ １ の 固 定 部 ２ １ Ｂ が 上 面 に 複 数 の キ ー か ら な る 操 作 部 １ ２ Ａ や マ イ ク ロ
フ ォ ン 等 の 音 声 入 力 部 １ ２ Ｂ が 形 成 さ れ た 固 定 筐 体 １ ２ へ 、 可 動 ケ ー ス ２ ５ の ガ イ ド 部 ２
５ Ｂ が 、 表 面 に Ｌ Ｃ Ｄ 等 の 表 示 部 １ ３ Ａ や ス ピ ー カ 等 の 音 声 出 力 部 １ ３ Ｂ が 形 成 さ れ た 可
動 筐 体 １ ３ へ 各 々 固 着 さ れ 、 開 閉 装 置 ２ ０ に よ っ て 固 定 筐 体 １ ２ に 対 し て 可 動 筐 体 １ ３ が
開 閉 可 能 に 軸 支 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 固 定 筐 体 １ ２ と 可 動 筐 体 １ ３ 内 に 形 成 さ れ た 電 子 回 路 （ 図 示 せ ず ） や 音 声 入 力
部 １ ２ Ｂ 、 表 示 部 １ ３ Ａ や 音 声 出 力 部 １ ３ Ｂ 等 を 電 気 的 に 接 続 す る リ ー ド 線 や 配 線 基 板 等
の 配 線 体 ３ ０ は 、 や や 弛 ん だ 状 態 で 固 定 体 ２ １ や 可 動 体 ２ ３ 、 カ バ ー ２ ６ 等 の 中 空 部 ２ １
Ａ や ２ ３ Ａ 、 ２ ６ Ａ 、 ば ね ７ 内 を 挿 通 し て 、 電 子 機 器 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 つ ま り 、 配 線 体 ３ ０ が 開 閉 装 置 ２ ０ の 各 部 品 の 中 空 部 を 挿 通 し て 、 固 定 筐 体 １ ２ と 可 動
筐 体 １ ３ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る た め 、 連 結 部 に は 配 線 体 ３ ０ 分 の ス ペ ー ス が 不 要 と な
り 、 開 閉 装 置 ２ ０ 側 方 に は 空 隙 が 形 成 さ れ 、 こ の ス ペ ー ス 分 だ け 機 器 の 小 型 化 を 図 る こ と
が 可 能 な よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 可 動 カ ム ２ ４ の 先 端 が 固 定 カ ム ２ 下 側 の 傾
斜 部 ２ ２ Ｂ へ 弾 接 し た 状 態 で は 、 可 動 体 ２ ３ が ば ね ７ に よ っ て 下 方 向 の 閉 方 向 へ 付 勢 さ れ
、 こ の 力 が 保 持 部 ２ ３ Ｂ か ら 可 動 ケ ー ス ２ ５ の ガ イ ド 部 ２ ５ Ｂ 内 面 に 加 わ っ て い る た め 、
可 動 ケ ー ス ２ ５ が 固 着 さ れ た 可 動 筐 体 １ ３ は 、 固 定 筐 体 １ ２ に 対 し て 閉 じ た 状 態 で 保 持 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 こ の 閉 状 態 か ら 、 可 動 筐 体 １ ３ を 手 で 開 く と 、 可 動 筐 体 １ ３ に 固 着 さ れ た 可 動 ケ
ー ス ２ ５ を 介 し て 、 可 動 体 ２ ３ の 保 持 部 ２ ３ Ｂ に ガ イ ド 部 ２ ５ Ｂ 内 面 か ら 上 方 向 へ 回 転 す
る 力 が 加 わ る た め 、 可 動 体 ２ ３ が ば ね ７ を 撓 め な が ら 可 動 ケ ー ス ２ ５ 内 を 右 方 向 へ 移 動 し
、 可 動 カ ム ２ ４ 先 端 は 固 定 カ ム ２ ２ の 傾 斜 部 ２ ２ Ｂ 上 を 突 出 部 ２ ２ Ａ の 方 向 へ 弾 接 摺 動 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 可 動 カ ム ２ ４ 先 端 が 固 定 カ ム ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ａ を 超 え て 上 側 の 傾 斜 部 ２ ２ Ｃ
へ 弾 接 す る と 、 可 動 体 ２ ３ が ば ね ７ に よ っ て 上 方 向 の 開 方 向 へ 付 勢 さ れ 、 こ の 力 が 保 持 部
２ ３ Ｂ か ら 可 動 ケ ー ス ２ ５ の ガ イ ド 部 ２ ５ Ｂ 内 面 に 加 わ る た め 、 可 動 ケ ー ス ２ ５ が 固 着 さ
れ た 可 動 筐 体 １ ３ は 開 い た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 つ ま り 、 可 動 筐 体 １ ３ に 固 着 さ れ た 可 動 ケ ー ス ２ ５ を 回 転 さ せ 、 こ の 力 を ガ イ ド 部 ２ ５
Ｂ 内 面 か ら 保 持 部 ２ ３ Ｂ に 加 え る こ と に よ っ て 、 可 動 体 ２ ３ を 軸 線 方 向 へ 移 動 さ せ 、 可 動
カ ム ２ ４ 先 端 を 固 定 カ ム ２ ２ の 傾 斜 部 ２ ２ Ｂ ま た は ２ ２ Ｃ の い ず れ か へ 弾 接 さ せ て 、 固 定
筐 体 １ ２ に 対 す る 可 動 筐 体 １ ３ の 開 閉 操 作 が 行 わ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 可 動 ケ ー ス ２ ５ 内 に 収 納 さ れ た 固 定 体 ２ １ と 可 動 体
２ ２ を 、 中 空 円 筒 状 に 形 成 し て 開 閉 装 置 ２ ０ を 形 成 す る と 共 に 、 固 定 筐 体 １ ２ 及 び 可 動 筐
体 １ ３ を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 体 ３ ０ を 、 固 定 体 ２ １ や 可 動 体 ２ ３ 、 カ バ ー ２ ６ 等 の 中 空
部 ２ １ Ａ や ２ ３ Ａ 、 ２ ６ Ａ 、 ば ね ７ 内 を 挿 通 さ せ て 電 子 機 器 を 構 成 す る こ と に よ っ て 、 配
線 体 ３ ０ 分 の ス ペ ー ス が 不 要 と な り 、 機 器 の 小 型 化 が 可 能 な 開 閉 装 置 及 び こ れ を 用 い た 電
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子 機 器 を 得 る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 図 ４ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 右 端 が 可 動 ケ ー ス ２ ５ 右 側 面 に 固 着 さ れ た カ バ ー ２
６ の 左 端 を 延 長 し 、 こ の 可 動 ケ ー ス ２ ５ 左 側 面 か ら 突 出 し た 中 空 部 ２ ６ Ｂ 内 に 配 線 体 ３ ０
を 挿 通 さ せ る よ う に す れ ば 、 複 数 の 部 品 の 中 空 部 内 を 挿 通 さ せ る 構 成 に く ら べ 、 配 線 体 ３
０ が 大 き く 撓 ん だ 場 合 で も 、 配 線 体 ３ ０ が 他 の 部 品 に 接 触 す る こ と を 防 ぎ 、 よ り 確 実 に 配
線 体 ３ ０ を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 開 閉 装 置 及 び こ れ を 用 い た 電 子 機 器 は 、 機 器 の 小 型 化 を 図 る こ と が 可 能 な
も の を 得 る こ と が で き 、 各 種 電 子 機 器 の 開 閉 装 置 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 開 閉 装 置 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 携 帯 電 話 の 斜 視 図
【 図 ４ 】 同 他 の 実 施 の 形 態 に よ る 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の 開 閉 装 置 の 断 面 図
【 図 ６ 】 同 分 解 斜 視 図
【 図 ７ 】 同 携 帯 電 話 の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ７ 　 ば ね
　 １ ２ 　 固 定 筐 体
　 １ ２ Ａ 　 操 作 部
　 １ ２ Ｂ 　 音 声 入 力 部
　 １ ３ 　 可 動 筐 体
　 １ ３ Ａ 　 表 示 部
　 １ ３ Ｂ 　 音 声 出 力 部
　 ２ ０ 　 開 閉 装 置
　 ２ １ 　 固 定 体
　 ２ １ Ａ 　 中 空 部
　 ２ １ Ｂ 　 固 定 部
　 ２ ２ 　 固 定 カ ム
　 ２ ２ Ａ 　 突 出 部
　 ２ ２ Ｂ 、 ２ ２ Ｃ 　 傾 斜 部
　 ２ ３ 　 可 動 体
　 ２ ３ Ａ 　 中 空 部
　 ２ ３ Ｂ 　 保 持 部
　 ２ ４ 　 可 動 カ ム
　 ２ ５ 　 可 動 ケ ー ス
　 ２ ５ Ａ 　 貫 通 孔
　 ２ ５ Ｂ 　 ガ イ ド 部
　 ２ ６ 　 カ バ ー
　 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ 　 中 空 部
　 ３ ０ 　 配 線 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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